
7 代目ゆ
ず娘が誕生！

11 月 17 日・18 日、総合公園で「産業まつり」を開催しました。

バンド演奏、ダンス、よさこい、テコンドーなど様々なステー

ジプログラムが行われ、会場が盛り上がりました。18 日の商

工会青年部主催「第 7 回ゆず娘コンテスト」では、書類選考

を突破した 8 人の候補者がステージにあがり、客席からの熱い視線の中、

堂々と自己 PR を披露しました。厳正な審査の結果、小山聖
せ れ な

玲菜さん、池

田真佑子さん、黒瀬美幸さんの 3人が見事「ゆず娘」の栄冠に輝きました。

その後、観光大使のフォークデュオ「サスケ」による弾き語りライブが行

われ、最後に披露された名曲「青いベンチ」では、集まったファンによる

大合唱が湧き起こりました。11月の冷たい空気の中、人々の心に温かい思

い出が残ったようです。

第 25 回毛呂山町産業まつり

盛りだくさんな２日間

小山聖玲菜
さん

だいまじん
（ステージ MC）

北清水雄太さん

根岸愛さん
（もろやま町観光大使）

サスケライブ♪

コンテスト審査中

黒瀬美幸
さん

池田真佑子
さん

最近のイベント＆ニュースを写真で紹介

奥山裕次さん
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11月23日、勤労感謝の日恒例の「ゆずの里ウォーク」を

開催しました。晴天の下約1,800人の参加者が、ほのか

に香るゆず畑を眺めながら7km・14kmコースをのんびり

歩きました。ゆずの里ウォークは今年で20回目の開催と

なり、昼食会場のゆずの里オートキャンプ場では武蔵越

生高校和太鼓部｢青龍｣の皆さんが太鼓の音色を響かせ、

多くの参加者を楽しませてくれました。

第 20 回もろやまゆずの里ウォーク

ゆず香る山道を歩く

12 月 9 日、鎌北湖に浮かぶ白鳥の形を

した小型ボートでタイムを競うスワン

ボートレースを開催しました。レースは

男性のみのペア、女性のみのペア、男女

のペアの 3 つの部門に分かれ、100 メー

トル地点で折り返してスタート地点に

戻ってくるコースでタイムを競いまし

た。中学生や県外からやってきた自転車

愛好家などおよそ 50 人の参加者が、息

を合わせて力いっぱいペダルをこぎなが

らゴールをめざしました。湖畔からの声

援を受けて、普段乗り慣れていないスワ

ンボートの操作に四苦八苦しながらやっ

との思いでゴールするチームや、折り返

し地点でボートがぶつかり合いながらの

コーナリングなど、さまざまな展開で白

熱したレースが繰り広げられました。

鎌北湖スワンボートレース

激戦、湖上レース

優勝チーム
男子ペア ラヴェニール学園柔道部
女子ペア おはやし娘
男女ペア がっちリーズ
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左から 2 年・石井れいなさん、1 年・村田咲
さ ら

華さん、2 年・仲井
海
み さ き

沙希さん、2年・佐藤桃
も も は

羽さん、2年・森飛
ひ な た

奈多さん

12 月 2日、「黒山・鎌北湖駅伝大会」を開催しました。

さまざまな世代、事業所から55チームが参加。スター

トの総合公園からゴールの越生町役場を目指し、選

手たちは全力で走り抜いてタスキを繋ぎました。

第 52 回�黒山・鎌北湖駅伝大会
タスキを繋げ！

12 月 1 日から 19 日の期間

で「ゆず採り隊」が町内の

ゆず農家で収穫作業を行い

ました。事前にゆず採り

隊員の募集をかけたとこ

ろ、町内のみならず県外の

方からも多くの応募があ

り、150 人を超える隊員が

集まりました。ゆず採りを

初めて行う隊員もおり、傾斜になっている足場や、木

のトゲに悪戦苦闘しながらも、力を合わせてたくさん

収穫することができました。｢ また、来年も参加した

い ｣ との声もあ

がり、とても充

実したひととき

となったようで

す。

ゆず採り隊が収穫をしました

桂木ゆずを採りつくす

優勝
一般男子の部 JASDF.K.A.B
一般女子の部 武蔵ウルトラマラソンクラブ花組
学生男子の部 坂戸西高校男子 A
学生女子の部 坂戸西高校女子 B

この５人で挑む
川角中が関東駅伝競走大会に出場

11 月 26 日、川角中学校女子陸上部の皆さんが、11

月 4日に開催された「第 86回埼玉県駅伝競走大会」

の結果報告に来てくれました。

この大会で、埼玉県で 4位という好成績を収めた 5

人は、12月 2日に開催される関東駅伝競走大会出場

のキップを手にしました。5人にとって駅伝の関東

大会は初めてのようで、「緊張するけど、自分のベス

トを尽くして頑張る」と力強く答えてくれました。

※関東駅伝競走大会では 33チーム中 19位となりました。

11 月 20 日（火）、全日本葬祭業協同組合連合会及び

埼玉葬祭業協同組合と、「災害に強いまちづくり協定」

を締結しました。災害発

生時に、棺及び葬祭用

品の供給並びに遺体の

収容・保全・処置・安置・

搬送等に力を貸してい

ただきます。

災害時における葬祭協力等に関する
協定を締結しました

まさかの事態に備える
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